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記

2020年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（2019年4月1日～2019年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する四半

期純利益

1株当たり四半期

純利益

前回発表予想(A)

百万円

3,800

百万円

170

百万円

120

百万円

110

円　銭

6.77

今回実績(B) 4,685 566 589 293 18.09

増減額(B-A) 885 396 469 183

増減率(%) 23.3 233.0 390.8 167.0

（ご参考）前期第2四半期実績

（2019年3月期第2四半期）

4,227 195 203 117 7.21

修正の理由

以　上

（注）上記の業績予想値は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により、異なる結果となる可能性があります。

　2019年５月20日に公表しました2020年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表いたしました実績値との間に差

異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。

　　　　　　　上場会社名

　　　　　　　代表者

　　　　　　　（コード番号　　　

　　　　　　　問合せ先責任者　

　　　　　　　（TEL

2020年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ2020年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ2020年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ2020年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ

　2020年3月期第2四半期累計の連結業績予想につきまして、売上高につきましては、情報の集約化と情報の活

用による積極的な営業展開はもとより、自然災害の復旧支援の予算執行も寄与し、業績予想値を上回りました。

利益面につきましては、社内活性化委員会を主軸とした徹底した変動費管理を継続、推進し続けた成果が発現し

始めており、大幅な利益改善に繋がりました。

　また、通期の業績予想につきましては、今後の受注動向、予算の執行状況、工事単価等の増減、工事進捗の状

況等現時点で見極めるのが困難な要素もあることから、2019年5月20日に開示いたしました通期連結業績予想数

値等は据え置くこととし、変動要素を慎重に見極めつつ精査を重ね、業績予想に修正の必要が生じた場合には速

やかに開示いたします。


